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昇温制御Py-GC/MSによる難燃性PBTの熱分解の研究 

[背景] 熱重量分析(TG)、示差熱分析(DTA)などの従来の熱分析技術を使用した難燃性ポリマーの熱分解
の研究は報告されているが、ここではMSを検出器として用い昇温プログラムのもとでの熱分解技術を利用
した分析を試みた結果を報告する。 

[方法] 難燃性ポリブチレンテレフタレート(PBT)はPBTと臭素化ポリカーボネートおよびSb2O3で構成
(80/15/5wt%)されているものを使用した。全てのポリマーサンプルは測定以前に液体窒素温度にて低温粉
砕して微粉末にした。パイロライザーはフロンティア・ラボ製のPY-2010Dを使用し、同じくフロンティア・ラボ
製のUltra ALLOY-1キャピラリーカラムを介して四重極MSに接続した。熱分解炉は昇温プログラム(60～
700℃；10℃/min)し、熱分解物はコイル状にしたカラムヘッドを液体窒素に浸してトラップした。その後、カラ
ムヘッドを液体窒素から取り除き、オーブン温度を上昇させて(35～300℃；10℃/min)分析した。 

[結果] 図１．にコールドトラップにより得られた (a) PBT, (b) Br-PC, (c) FR-PBT, および (d) m/z362 (SbBr3

の親イオン)のマス・クロマトグラムのTICクロマトグラムを示す。図1(c)のFR-PBTのクロマトグラムはPBTお
よびBr-PCの成分の他にBr-PBTに由来するピーク(14,18)も観測された。これらの結果より、この技術はハ
ロゲン化有機物/Sb2O3系の難燃性ポリマーの情報を得る有用な方法であることが示された。 
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図1. 熱分解物の代表的なクロマトグラム:  (a) PBT, (b) Br-PC, (c) FR-PBT, and (d) m/z362 (SbBr3の親イオン)    

   のマスクロマトグラム.  
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